
 

 

中海干拓農地に関すること 

 

１．基本的な方針 

① 平成２３年１月１４日に、県と共同で設置した「中海干拓地営農再生協議会」において現地のニーズを的

確に把握しながら業務を推進する。 

② 平成２３年度中には、県として未販売農地の販売価格の設定や販売の方法等を新しく決定することとな 

っており、公益法人としての機構の存亡に係る重大な問題であることから、機構としては主体的かつ慎

重に対応することとする。 

 

２．土地代の値上がり抑制 

中海干拓農地売渡促進支援事業借入金 

 
○ 保有する干拓地の簿価相当額について、県から無利息で短期借入を受け、土地代の値上がりを 

抑制する。 

○ また、保有地の荒廃農地化を防ぐための除草等の維持管理に努める。 

   （単位：千円）

区 分 内 容 金 額 備  考 

短期借入金 H22保有地土地代、H22管理費、

H23 水利代 

561,757 県 10/10 

 

３．販売・利用促進対策 

○ 平成２４年度からの本格推進のために、２３年度は準備期間と位置付けてＰＲ活動を推進する。 

○ 特に、アグリスタート研修生に向けたＰＲ等を展開する。 

   （単位：千円）

区 分 内 容 金 額 備  考 

パンフレット作成費 売り出しＰＲのためのパ

ンフレット作成 
300 県 10/10 

新規就農者育成対策 未貸付の農地を３年以上

借受ける新規就農者に

対して、３年間貸付料の

半額を助成する。 

255 県 10/10 

5.1ha×10 千円/10a×1/2 

合 計  555  

 

４．売渡・貸付事業 

 ２３年度計画    （単位：件､ha､千円）

区 分 
売    渡 一時貸付（継続） 

備 考 
件数 面積 金額 件数 面積 金額 

弓浜工区 0 0 0 8 13.2 1,285  

彦名工区 0 0 0 9 5.7 374  

合 計 0 0 0 17 18.9 1,659  
 


